
万一の備えに㈱ローソンと災害時物資供給協定を締結 

長浜市民の皆様や地域の皆様に支えられ、当院は今日を迎えることができました。これまでの 

ご支援に感謝いたしつつ、「もっと市民に愛される病院」をキャッチフレーズに、今まで以上に 

地域住民の皆様の健康を守るために研鑽、努力してまいります。 

この度、大地震発生に備え、㈱ローソン様と災害時物資供給協定を締結しました。また、当院 

は院内給食を直営で提供していますが、万一に備え、「患者給食支援に関する協定」を㈱ミール 

サービスたにぐち様と締結しています。 

今年度、当院電気設備の法定点検による全館商用電源の停電の機会を活用し、不測の事態に備えた対応シミュ

レーションとして、患者給食の一部弁当での提供と電気調理器に頼らない特別食の調理等を実施します。災害に

強い病院づくりにも、皆様のご協力を得ながら取り組んでまいります。 
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謹啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。平素は当院の運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼

申しあげます。１０月の外来診察担当医師表を別添資料でお届けいたしますので、ご査収ください。 敬白 

 

『もっと市民に愛される病院』へ       SINCE ２０２４ 

 

地域医療連携だより 
市立長浜病院 令和６年１０月１日号  

No.235 
 理 念 

地域住民の健康を守るため、 
「人中心の医療」を発展させ、 
地域完結型の医療を推進します。 

市立長浜病院 
患者総合支援センター 地域医療連携室 
〒526-8580 長浜市大戌亥町 313 番地 

TEL：0749-65-2720 
FAX：0749-65-2730 
https://www.nagahama-hp.jp/ 

救急告示病院  地域がん診療連携拠点病院 がんゲノム医療連携病院 
地域医療支援病院 日本医療機能評価機構認定病院  厚生労働省臨床研修指定病院   

市立長浜病院は創立８０周年 

看護師 西澤
にしざわ

 早苗
さなえ

   

8 月から入院支援に異動配属となりました西澤早苗と申

します。外来で受けられる検査や治療の説明を行っていま

す。安心・安全に検査や治療が受けられるように、患者様・

ご家族様の思いに寄り添った検査説明ができるようにサポ

ートしていきたいです。入院前から退院を見据えたサポー

トができるように多職種と協働し連携を図っていきたいと

思います。よろしくお願いします。 

看護師 川上
かわかみ

あゆ美
み

   
8 月から入院支援グループへ配属になりました川上あゆ

美と申します。主に外来での検査説明を担当しています。 

安心して検査や治療を受けていただけるよう、不安や質問

などに対し他部署と共働し支援を行っていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

※両看護師ともに外来を兼務いたしております 

耳鼻咽喉科専攻医 金田
かなだ

 章
 しょう

真
ま

 

初めまして。この９月から市

立長浜病院耳鼻咽喉科に赴任し

て参りました金田章真と申しま

す。私は 8月まで滋賀医科大学 

の方で耳鼻科医として勤務しておりまし

た。滋賀県には大学生の頃から住んでいま

したが湖北地域には今まで来る機会に恵ま

れず、この機会を楽しみにしておりました。 

一人の耳鼻科医として患者様および地域

に貢献できるよう精一杯頑張りたいと思い

ます。まだまだ未熟な点も多々ございます

が何卒よろしくお願いいたします。 

患者総合支援センター新スタッフ紹介 新任医師の紹介 

タイトル 



第 14回化学療法研修会兼第 343回開放型病床生涯教育研修会 

日 時 令和６年 11月７日（木） 17時 30分から 18時 30分 

会 場 市立長浜病院 本館２階 講堂（Zoomでの参加もできます。） 

テーマ 肺がん薬物療法の進歩と、これからのがん診療のカタチ 

講 師 加藤 晃史 先生  神奈川県立がんセンター呼吸器内科医長 

申込み ファックスまたはメールで申込みください。 

詳しくは、別添チラシをご参照ください。 

問合せ先 市立長浜病院 地域医療連携室 堀江 電話 ０７４９－６８－２３００（代） 

 

9月 8日(日)、長浜赤十字病院大会議室を主会場に一般社団法人湖北医師会主催の医師体験ワークショップが 

           開催されました。コロナ感染症のため中断していた体験会は５年ぶりで、湖北圏域を 

中心に中学３年生から高校２年生まで２１人が当日参加。白衣とガウンを着用し、問

診、画像診断、手術用ロボット・ダヴィンチを使った手術、骨折治療など本物の機材を

使い模擬体験。指導にあたった医師も真剣です。修了にあたり森上湖北医師会長から 

未来の医師認定証が渡されました。同会の調べでは、平成２６年から令和元年まで過去６回の 

修了者１３８人へのアンケート調査で７８人の回答者のうち医学部進学１０人、看護師や検査 

技師、作業療法士に１８人、薬学部３人などこの体験会が大きなきっかけとなり、医療人の育 

成につながっているとのこと。今回の体験者もまさに未来の医師。参加者の皆さんが希望どおり 

湖北地域の医療を支える医療人として活躍されることを期待しています。 
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■■ 編集後記 ■■      医師体験ワークショップには、当院

からも院長をはじめ医療スタッフが多数参加。本物の医療機器や医療人

とふれあえる良い機会になったことでしょう。７年前、手術ロボット・

ダヴィンチのデモ機に触れたアラ還の私でさえも大感激。ましてや中高

生の皆さんは。ちょっとした出会いを大切に、これからが楽しみです。 

未来の医師に認定書 湖北医師会が医師体験ワークショップ 2024を開催 

タイトル 

医師の異動 （１０月） 
着任（令和６年１０月 １日付）   脳神経外科嘱託医        中嶋  広太    

退職（令和６年 ９月３０日付）  リウマチ膠原病内科医員 マクラケン 佳世 

脳神経外科嘱託医         西   良輔  

医療従事者研修会の開催について 

お 知 ら せ 
リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０２４滋賀医科大学 

がん患者さんやそのご家族を支援し、地域全体でがんと向き合い、がん征圧をめざすため、学生が企画運営

する２４時間チャリティーイベントが今年も開催されます。どなたも参加できます。 

 開催日：令和６年 10月 12日（土）12：00 から 13日（日）12：00まで 

 場 所：滋賀医科大学キャンパス 

 内 容：24時間リレーウォーク・ルミナリエセレモニー・講演会・パフォーマンスほか 


